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近代

二
度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
小
松
町
は
、

ま
い
し
ん

復
興
に
邁
進
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
頃

に
は
近
代
的
な
商
工
都
市
と
し
て
再
生
し
た
。

こ
の
間
、
警
察
署
・
郡
会
議
事
堂
な
ど
、
モ

ダ
ン
な
建
築
物
が
つ
ぎ
つ
ぎ
建
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
都
市
化
と
大
衆
文
化
の
風
潮
と

は
ん
か
が
い

不
況
の
な
か
、
小
松
の
繁
華
街
で
は
カ
フ

ェ
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
最
初
は
昭
和
六
年

に
出
来
た
清
水
町
の
来
々
軒
と
さ
れ
、
白

山
町
か
ら
本
折
町
、
清
水
町
に
か
け
て
、

こ
と
ぶ
き
、
敷
島
、
い
ろ
は
、
天
狗
、
大

阪
パ
レ
ス
、
鈴
蘭
な
ど
、
い
く
つ
か
の
カ

フ
ェ
が
生
れ
て
は
消
え
た
。

映
画
も
モ
ダ
ン
な
大
衆
文
化
を
代
表
す

る
娯
楽
で
あ
っ
た
。
大
正
初
期
に
は
、
す

で
に
本
折
町
に
第
二
福
助
座
、
若
松
座
が

登
場
。
戦
前
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
十
年
代
前

半
で
、
日
本
館
（
旧
蘆
城
館
）
と
小
松
館

の
「
二
館
時
代
」
が
つ
づ
い
た
。
常
に
大

入
り
満
員
で
、
入
場
者
の
長
い
列
が
出
来

た
と
い
う
。
球
戯
場
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）
も
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
八
日
市
町
に
開

業
し
、
昼
夜
「
紳
士
の
娯
楽
」
と
し
て
流
行

し
た
。

小
松
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

20

ラジウム鉱泉（小松市立博物館提供）

昭和5年、7年の大火後、復興祭を開催する商店街（小松市立博物館提供）

／北國新聞社／２１０７５３　図説小松／本文／近代  2010.11.13 00.53.21  Page 180 



近

代

181

モ
ダ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
「
宝

塚
」。
そ
の
宝
塚
温
泉
の「
千

人
風
呂
」
を
真
似
た
ラ
ジ
ウ

よ
し
じ
ま

ム
福
寿
鉱
泉
も
葭
島
神
社
の

近
く
に
あ
っ
た
。
大
正
三
年

九
月
、
地
主
の
酒
井
芳
が
温
泉
を
掘
り
、
四

年
の
四
月
に
完
成
さ
せ
た
も
の
。
福
寿
鉱
泉

を
囲
ん
で
松
本
楼
、
堀
田
養
老
軒
、
隅
田
飯

食
店
な
ど
、
旅
館
や
料
亭
が
並
ん
だ
。
昭
和

十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
に
は
、
現
在
の

末
広
運
動
公

園
一
帯
に
、

敷
地
三
万
坪

一
周
一
〇
〇

〇
�
の
競
馬

コ
ー
ス
が
造

ら
れ
た
。
フ

ァ
ン
や
見
物

客
で
賑
わ
い
、

草
競
馬
な
が

ら
戦
後
二
十

四
年
ま
で
続

い
た
。
そ
の

後
二
十
七
年

よ
り
総
合
運

動
公
園
と
し

て
造
成
さ
れ

今
日
に
至
る
。

（
本
康
宏
史
）

20

丸和百貨店（小松市立博物館提供）

競馬場（小松市立博物館提供）

小松新興館（小松市立博物館提供）
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